
古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

四
七

古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

佐　

藤　

健
太
郎

は
じ
め
に

　

現
代
の
人
々
に
と
っ
て
牛
乳
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
は
身
近
な
も
の
で

あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
牛
乳
・
乳
製
品
（
酪
・
蘇
（
酥（

1
））・

醍
醐
な
ど
）

は
高
級
品
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
代
の

人
々
に
は
想
像
し
に
く
い
が
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
仏
教
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

経
典
に
み
え
儀
礼
に
お
い
て
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
研
究
に
は
、
文
献
史

料
を
中
心
と
し
た
研
究
や
文
献
史
料
を
も
と
に
乳
製
品
の
酪
・
蘇
を
実
際
に

復
元
し
、
酪
・
蘇
の
物
性
を
検
討
し
た
研
究
が
あ
る（

2
）。

こ
れ
ら
の
研
究
の
な

か
で
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
発
表
さ
れ
た
滝
川
政
次
郎
氏
の
「
日

本
上
代
の
牛
乳
と
乳
製
品
」
は
、
古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
史

料
に
加
え
て
そ
れ
ま
で
の
研
究
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
国
の
医
書
な

ど
を
用
い
て
、
古
代
日
本
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
実
態
を
考
察
さ

れ
た
も
の
で
あ
り（

3
）、

本
研
究
課
題
の
礎
と
な
っ
た
研
究
論
文
で
あ
る
。

　

滝
川
氏
の
研
究
以
後
も
古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
研
究
は
行

わ
れ
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
こ
の
間
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
史
料
も
増

加
し
た
。
ま
ず
「
牛
乳
」・「
蘇
」
と
書
か
れ
た
木
簡
・
墨
書
土
器
が
平
城
宮

跡
を
中
心
に
出
土
し
、
そ
の
出
土
例
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
次
に
文
献
史

料
に
お
い
て
も
蘇
に
関
わ
る
重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
。
古
代
の
蘇
の
貢
進
体

制
に
関
す
る
詳
細
な
史
料
は
『
延
喜
式
』
し
か
な
く
、『
延
喜
式
』
以
前
の

貢
進
体
制
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
発
見
さ
れ
た
藤
原
行
成
の
『
新

撰
年
中
行
事
』
に
『
延
喜
式
』
以
前
の
蘇
の
貢
進
体
制
を
記
し
た
「
弘
仁
式
」

逸
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た（

4
）。

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
も
と
に
し
つ
つ
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
牛

乳
・
乳
製
品
の
木
簡
・
墨
書
土
器
・
弘
仁
式
逸
文
な
ど
の
新
出
史
料
を
用
い
て
、

古
代
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
や
貢
進
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
す
る
。



四
八

第
一
章　

古
代
の
牛
乳
・
乳
製
品
（
酪
・
蘇
・
乳
脯
）
の
利
用

　

古
代
の
乳
製
品
に
は
、
酪
・
蘇
・
醍
醐
・
乳
脯
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

乳
製
品
の
な
か
で
蘇
・
乳
脯
に
つ
い
て
は
使
用
・
貢
進
製
造
に
関
す
る
史
料

が
あ
る
こ
と
か
ら
古
代
日
本
に
実
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
醍
醐
に

つ
い
て
は
利
用
・
貢
進
製
造
に
関
す
る
史
料
が
な
く
、
滝
川
氏
は
『
本
草
和

名
』
の
「
醍
醐
」
の
下
に
「
唐
」
の
註
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
醍
醐
は
舶
載

に
よ
る
も
の
の
外
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
ら
れ（

5
）、

そ
の
他
の
研

究
者
は
、
古
代
日
本
に
醍
醐
は
実
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一

方
酪
の
実
在
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
後
述
す

る
よ
う
に
私
は
古
代
日
本
に
酪
は
実
在
し
て
い
た
と
考
え
て
お
り
、
考
察
の

対
象
に
酪
を
含
め
て
い
る
。
以
下
で
は
、
古
代
日
本
に
お
け
る
牛
乳
・
酪
・

蘇
・
乳
脯
の
利
用
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

（
一
）
牛
乳

　

牛
乳
の
存
在
が
史
料
上
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
の
は
孝
徳
朝
で
あ
る（

6
）。

長

屋
王
邸
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
、
い
わ
ゆ
る
長
屋
王
家
木
簡
に
「
牛
乳
」
が

み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
奈
良
時
代
に
お
け
る
牛
乳
の
利
用
が
判
明
し
た
。

（
出
典
表
記
の
「
二
一
―

25
」
は
、『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二

十
一
の
通
し
番
号
25
を
意
味
す
る
。）。

①
・
牛
乳
持
参
人
米
七
合
五
夕　

受
丙
麻
呂　

九
月
十
五
日 

（
二
一

25
）

　

・
大
嶋
書
吏

②
・
○

（
穿
孔
）牛

乳
煎
人
一
口
米
七
合
五
夕　

受
稲
麻
呂  

（
二
三
―

82
）

　

・
○
（
穿
孔
）十
月
四
日
大
嶋

　

①
は
九
月
十
五
日
に
牛
乳
を
持
参
し
た
丙
麻
呂
に
米
七
合
五
夕
が
支
給
さ

れ
こ
と
を
示
し
、
②
は
十
月
十
四
日
に
牛
乳
を
煎
た
稲
麻
呂
に
米
七
合
五
夕

が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
①
牛
乳
が
長
屋
王
家
に
持
参
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
長
屋
王
家
が
乳
牛
を
飼
養
す
る
牧
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る（

7
）

　

廣
野
卓
氏
は
②
に
牛
乳
を
煎
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
①
の
牛
乳
が
煎
つ
め
ら

れ
て
蘇
が
造
ら
れ
た
と
解
さ
れ
た
が（

8
）、

②
の
牛
乳
を
煎
た
こ
と
に
つ
い
て
は

別
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
唐
代
の
陳
蔵
器
の
『
本
草
拾
遺
』
に
「
凡
服
レ

乳
必
煮
一
二
沸
停
冷
啜
レ
之
、」
と
あ
り（

9
）、

牛
乳
を
飲
用
す
る
際
に
は
牛
乳
を

一
二
度
沸
騰
さ
せ
る
、
つ
ま
り
古
代
に
お
い
て
も
牛
乳
に
は
現
代
と
同
様
に

熱
気
消
毒
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
の
牛
乳
を
煎
た

の
は
牛
乳
を
飲
用
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

奈
良
時
代
の
牛
乳
の
利
用
に
つ
い
て
、
滝
川
氏
は
天
平
宝
字
四
年
（
七
六

〇
）
に
随
求
即
得
陀
羅
尼
経
・
大
仏
頂
陀
羅
尼
経
を
書
写
す
る
た
め
に
経
師
・

画
師
ら
に
支
給
さ
れ
た
食
料
な
ど
を
ま
と
め
た
「
東
寺
写
経
所
解
案（

10
）」

に
み

え
る
「
乳
弐
斛
」
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
「
乳
」
が
写
経
に
当
っ
て
仏
を
拝
す

る
際
に
仏
前
に
供
え
ら
れ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
）。

　

平
安
時
代
の
貴
族
の
日
記
に
は
牛
乳
が
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
み

え
る
。
牛
乳
の
効
能
は
、
虚
弱
な
体
質
を
補
い
、
渇
き
を
潤
し
、
下
気
す
る

も
の
で
あ
っ
た（

12
）。

牛
乳
を
飲
用
し
た
一
例
が
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
（
一
〇



古
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九

一
九
）
八
月
一
九
日
条
で
あ
る
。

　

阿
闍
梨
祈
統
来
云
、
日
来
看
二
座
主
病
悩
一
、
昨
日
下
、
唯
今
登
レ
山
、

但
座
主
所
レ
悩
不
レ
軽
、
然
而
時
々
被
レ
食
、
湯
治
并
剃
頭
等
如
二
尋
常
一
、

痢
猶
不
レ
止
者
、
…
其
後
内
供
奉
消
息
云
、
昨
今
弥
重
発
レ
悩
辛
苦
、
大
豆

煎
不
変
色
出
、
似
レ
可
レ
被
レ
慎
、
雖
レ
然
猶
可
レ
被
レ
服
歟
、
又
被
レ
服
二
生

乳
一
如
何
者
、
呼
二
遣
忠
明
宿
祢
一
、
問
二
件
事
等
一
、
申
云
、
大
豆
煎
生
乳

等
能
煎
被
レ
服
可
レ
良
、
生
乳
者
半
分
煎
可
レ
被
レ
服
者
、
申
二
達
此
由
一
了
、

…

　

痢
病
に
苦
し
む
天
台
座
主
慶
円
の
様
子
を
祈
統
か
ら
聞
い
た
藤
原
実
資

は
、
典
薬
頭
丹
波
忠
明
に
牛
乳
の
服
用
に
つ
い
て
尋
ね
、
忠
明
か
ら
乳
を
半

分
に
煎
て
服
用
す
る
よ
う
に
と
の
返
答
を
得
た
後
、
良
円
を
介
し
て
慶
円
に

牛
乳
の
服
用
を
す
す
め
た
。

　

藤
原
実
資
自
身
も
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
一
〇
月
一
〇
日
に
気
力
を

得
る
た
め
に
牛
乳
を
飲
用
し
て
お
り
（『
小
右
記
』）、
実
資
の
孫
の
藤
原
資

房
は
、
三
宮
に
牛
乳
を
供
御
す
る
乳
牛
院
の
別
当
在
任
時
の
長
暦
四
年
（
一

〇
四
〇
）
一
〇
月
四
日
に
乳
牛
院
よ
り
牛
乳
を
取
り
寄
せ
て
飲
ん
で
い
る

（『
春
記
』）。
資
房
が
牛
乳
を
飲
用
し
た
目
的
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
房
は
こ

の
頃
子
供
の
病
気
の
こ
と
で
思
い
悩
み
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
資
房
が
牛
乳

を
飲
用
し
た
の
は
祖
父
実
質
と
同
様
に
気
力
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
な
お
乳
牛
院
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
二
）
酪

　

酪
に
関
す
る
史
料
は
あ
ま
り
な
い
が
、
古
代
日
本
に
酪
は
実
在
し
た
と
漠

然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
東
野
治
之
氏
・
池
山
紀
之
氏
は
、

『
本
草
和
名
』
が
酪
を
輸
入
品
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
製
法
上
蘇
と
不
可
分

な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
根
拠
を
あ
げ
て
古
代
日
本
に
酪
は
実
在
し
て
い

た
と
述
べ
ら
れ
た（

13
）。

一
方
中
村
修
也
氏
は
、
酪
に
関
す
る
史
料
を
再
検
討

し
、『
倭
名
類
聚
抄
』・『
医
心
方
』
の
酪
に
関
す
る
注
釈
が
中
国
の
史
料
で

あ
り
日
本
独
自
の
説
で
な
い
こ
と
や
文
学
作
品
に
み
え
る
酪
は
中
国
の
文
学

作
品
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
古
代
日
本
に
は
酪
は
実
在
し
て

い
な
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
た（

14
）。

酪
に
対
す
る
以
上
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
酪

が
古
代
日
本
に
実
在
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
ま
ず
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
「
酪
」
を
左
掲
す
る
。

　

酪
、
通
俗
文
云
、
温
二
牛
羊
乳
一
曰
酪
、
盧
各
反
、
乳
酪
、

和
名
迩
宇
能
可
遊
、

　

中
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
酪
に
関
す
る
注
釈
は
中
国
の
史
料
の
通
俗

文
で
あ
る（

15
）。

た
だ
し
分
注
の
末
尾
に
和
名
「
迩
宇
能
可
遊
（
に
う
の
か
ゆ
）」

と
み
え
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
日

本
に
酪
が
実
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
和
名
を
載
せ
る
必
要
は
な

い
。
酪
は
『
医
心
方
』
に
も
み
え
る
。『
医
心
方
』
と
は
、
平
安
時
代
に
丹

波
康
頼
が
編
纂
し
た
医
書
で
漢
籍
を
引
用
し
て
疾
患
の
治
療
や
本
草
の
効
能

な
ど
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。『
医
心
方
』
は
牛
乳
・
蘇
・
酪
を
載
せ
る
が
、

醍
醐
を
載
せ
て
い
な
い
。
醍
醐
が
『
医
心
方
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、

当
時
の
日
本
で
醍
醐
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う



五
〇

に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
牛
乳
・
蘇
と
並
ん
で
『
医
心
方
』
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
酪
は
当
時
の
日
本
に
実
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
酪
の
利
用
に
つ
い
て

は
『
覚
禅
抄
』
に
北
斗
御
修
法
の
用
い
る
堅
調
糜
に
つ
い
て
「
香
隆
寺
云
、

堅
調
糜
云
十
一
坏
、
以
二
五
穀
蘇
蜜
乳
酪
等
一
和
合

之
、
私
云
、
炊
交
飯
也
、
糜
上

立
二
蝋
燭
一
云
々
、」
と
あ
る
。
酪
を
薬
と
し
て
用
い
た
例
は
管
見
の
限
り
見

い
だ
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
効
能
は
熱
を
有
す
る
腫
物
に
効
果
が
あ
り
、
虚

熱
や
体
・
顔
な
ど
に
で
き
た
熱
瘡
を
治
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

16
）。

　

酪
の
物
性
に
つ
い
て
は
、
滝
川
氏
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
し
く
は
コ
ン
デ
ン
ス

ミ
ル
ク
に
類
す
る
粥
状
の
も
の
と
し（

17
）、

そ
の
他
の
研
究
者
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

（
発
酵
乳
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

18
）。

（
三
）
蘇

　
『
右
官
史
記
』
逸
文
（『
政
事
要
略
』
所
引
）
に
「
文
武
天
皇
四
年
十
月
遣

レ
使
造
レ
蘇
、」
と
あ
り
、
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
に
は
蘇
が
日
本
で
造

ら
れ
て
い
た
が
確
認
さ
れ
る
。
蘇
の
用
途
を
大
別
す
る
と
、
①
薬
用
②
食
用

③
施
物
・
供
物
用
に
な
る
。
以
下
、
用
途
別
に
み
て
い
く
。

　

ま
ず
①
薬
用
と
し
て
の
蘇
で
あ
る
が
、
そ
の
効
能
は
、
五
蔵
を
補
い
、
大

腸
に
利
き
、
口
瘡
を
治
す
と
い
う
も
の
で
あ
る（

19
）。

蘇
を
薬
と
し
て
用
い
た
も

の
に
「
蘇
蜜
煮
」
が
あ
る
。『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
五
月
一

一
日
条
に
藤
原
道
長
が
「
蘇
蜜
煮
」
を
用
い
た
こ
と
が
み
え
る
。

…
従
二
去
三
月
一
頻
飲
二
漿
水
一
、
就
中
近
日
昼
夜
多
飲
、
口
乾
無
レ
力
、

但
食
不
レ
滅
例
、
医
師
等
云
、
熱
気
歟
者
、
雖
レ
不
レ
服
二
丹
薬
一
、
年
来

豆
汁
、
大
豆
煎
、
蘇
蜜
煎
、
呵
梨
勒
丸
等
不
レ
断
服
レ
之
、
此
験
歟
、
…

　

藤
原
道
長
は
三
月
頃
か
ら
粥
状
の
漿
水
を
頻
り
に
飲
む
よ
う
に
な
り
、
近

頃
で
は
昼
夜
区
別
な
く
漿
水
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
道
長
の
行
動
を

医
師
は
熱
気
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
道
長
は
丹
薬
を
服
用
せ
ず
、
豆
汁
・
大

豆
煎
・
蘇
蜜
煎
・
呵
梨
勒
丸
な
ど
を
服
用
し
て
い
た
と
い
う
。
蘇
蜜
煮
は
本

条
以
外
に
み
え
な
い
が
、
平
城
宮
跡
か
ら
興
味
深
い
墨
書
土
器
が
出
土
し
て

い
る
。蘇

□
煮（

20
）

　

本
墨
書
土
器
は
平
城
宮
東
面
東
大
垣
の
開
口
部
分
を
開
渠
で
抜
け
て
Ｓ
Ｄ

三
四
一
〇
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
四
九
五
一
に
東
流
す
る
溝
の
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
よ
り

出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
の
埋
立
土
か
ら
平
城
宮
Ⅲ
古
段
階
の
土
器
が

出
土
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
は
、
天
平
一
〇
年
（
七
三
八
）
前
後
の

大
垣
の
改
修
に
伴
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

21
）。

墨
書
土
器
の
「
蘇
」
の
下
の
一
字
が
判
読
さ
れ
て
い
な
い
が
、
墨
痕
な
ど
か

ら
み
て
「
蜜
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い（

22
）。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、

蘇
蜜
煮
が
天
平
一
〇
年
頃
に
は
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

蘇
は
、
②
食
用
と
し
て
正
月
の
二
宮
大
饗
・
大
臣
大
饗
な
ど
で
用
い
ら
れ

た
。
二
宮
大
饗
と
は
、
正
月
二
日
に
諸
臣
が
中
宮
・
東
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本

所
に
て
拝
謁
し
、
そ
の
後
玄
暉
門
の
東
西
廊
で
開
か
れ
る
饗
宴
の
こ
と
で
あ

り
、
蘇
は
莖
立
・
苞
焼
・
甘
栗
と
と
も
に
出
さ
れ
た（

23
）。

大
臣
大
饗
と
は
、
大

臣
が
親
王
以
下
の
人
々
を
自
邸
に
招
い
て
開
く
饗
宴
で
あ
り
、
と
く
に
朝
廷

か
ら
蘇
・
甘
栗
が
大
臣
家
に
賜
与
さ
れ
る（

24
）。

蘇
・
甘
栗
は
勅
使
に
よ
っ
て
大



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

五
一

臣
家
に
届
け
ら
れ
る
。
こ
の
使
を
蘇
甘
栗
使
と
呼
び
、『
侍
中
群
要
』
巻
八
、

蘇
甘
栗
使
事
に
そ
の
次
第
が
あ
る
。

大
臣
家
大
饗
、
内
蔵
人
奉
レ
仰
召
二
仰
出
納
一
、
令
レ
調
二
蘇
甘
栗
等
一
、

在
レ

所

蘇
四
壷
、
栗
十
六
籠
、
各
入
二
折
櫃
一
合
合
二
合
也
、、
置
二
土
高
坏
折
櫃
高

坏
、
并
召

二

内蔵一
、
小
舎
人
一
人
二
人
歟
、
、
仕
人
二
人
相
従
之
、
…

　

蘇
・
甘
栗
は
内
蔵
寮
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
内
蔵
寮
か
ら
蘇
四
壷
・
甘
栗

十
六
籠
が
出
蔵
さ
れ（

25
）、

折
櫃
に
入
れ
ら
れ
て
大
臣
家
に
届
け
ら
れ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
蘇
は
仏
教
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七

五
二
）
に
来
日
し
た
鑑
真
が
貴
重
な
経
典
と
と
も
に
「
牛
蘇
一
百
八
十
斤
」

を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る（

26
）。

蘇
は
仏
教
儀
礼
の
③
施
物
・

供
物
に
用
い
ら
れ
た
。
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
る
御
斎
会
に
供

奉
し
た
講
読
師
・
僧
綱
ら
に
蘇
一
壷
が
施
物
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る（

27
）。

弘

仁
年
間
に
最
澄
が
空
海
に
蘇
一
壷
を
贈
っ
て
お
り
、
贈
答
品
と
し
て
も
使
用

さ
れ
た（

28
）。

　

と
く
に
密
教
の
修
法
に
蘇
は
不
可
欠
の
品
物
で
あ
っ
た（

29
）。

鎌
倉
時
代
の
覚

禅
の
『
覚
禅
抄
』
に
は
蘇
が
様
々
な
修
法
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
太
元
帥
法
・
真
言
院
御
修
法
・
御
燈
を
と
り
あ
げ

る
。
ま
ず
、
正
月
八
日
に
行
わ
れ
る
太
元
御
帥
法
か
ら
み
て
い
こ
う
。
太
元

帥
法
は
、
太
元
帥
明
王
を
主
尊
と
す
る
修
法
で
、
承
和
五
年
に
入
唐
し
た
常

暁
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

30
）。

修
法
の
際
に
は
大
壇
以
下

の
壇
が
設
け
ら
れ
、
大
壇
に
は
と
く
に
天
皇
の
御
衣
が
安
置
さ
れ
、
加
持
が

施
さ
れ
る
。
修
法
に
用
い
ら
れ
る
物
品
が
『
西
宮
記
』
巻
一
、
八
日
太
元
所

遣
御
衣
事
に
列
挙
さ
れ
、
蘇
二
壷
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

真
言
院
御
修
法
は
、
正
月
八
日
か
ら
七
日
間
真
言
院
に
て
東
寺
長
者
が
国

家
の
安
泰
・
天
皇
の
安
穏
を
祈
る
修
法
で
あ
る（

31
）。

本
修
法
に
お
い
て
も
蘇
二

壷
が
使
用
さ
れ
て
い
る（

32
）。

　

御
燈
は
、
毎
年
三
月
三
日
・
九
月
三
日
に
北
辰
、
つ
ま
り
妙
見
菩
薩
に
灯

明
を
献
じ
る
も
の
で
あ
る（

33
）。

天
皇
・
皇
后
が
灯
明
を
献
じ
る
が
、
延
喜
中
宮

式
潔
斎
条
に
皇
后
の
御
燈
の
際
に
用
い
ら
れ
る
品
物
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
蘇
が
確
認
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
宮
中
や
都
周
辺
の
寺
院
に
お
い
て
蘇
を
用
い
た
仏
教
儀
礼

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
方
の
寺
院
に
お
い
て
も
同
様
に
蘇
を
用
い
た
儀
礼

が
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
史
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

こ
と
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
発
見
が
あ
っ
た
。
千
葉
県
市
原
市
の
荒
久
遺
跡

か
ら
「
蘇
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。
荒
久
遺
跡
は

上
総
国
国
分
僧
寺
跡
に
隣
接
し
た
遺
跡
で
あ
り
、
国
分
僧
寺
の
寺
奴
や
工
人

な
ど
が
居
住
し
た
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
上
総
国
国
分
僧
寺

跡
か
ら
は
、「
油
菜
所
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
以
上
の

墨
書
土
器
か
ら
上
総
国
国
分
寺
で
蘇
や
油
を
用
い
た
法
会
が
営
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る（

34
）。

　

蘇
の
物
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
・
中
国
の
文
献
や
復
元
実
験
に
基
づ
い
て

バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
練
乳
な
ど
と
様
々
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。

古
代
日
本
の
蘇
の
製
法
は
、
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
に
「
乳
大
一
斗
煎
、
得

二
蘇
大
一
升
一
、」
と
あ
り
、
日
本
の
蘇
は
牛
乳
を
煮
詰
め
て
作
ら
れ
る
も
の



五
二

で
あ
っ
た
。
な
お
平
城
宮
木
簡
の
「
近
江
国
生
蘇
三
合
」
に
よ
っ
て
、
蘇
に

は
完
全
に
煮
詰
め
た
も
の
と
煮
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
い
う
種
類
の
存

在
が
判
明
し
た
。
こ
の
「
生
蘇
」
に
つ
い
て
東
野
氏
・
池
山
氏
は
「
水
分
の

多
い
無
糖
れ
ん
乳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
し
、

蘇
を
バ
タ
ー
・
濃
縮
乳
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

35
）。

一
方
斎
藤
瑠
美
子
氏
・
勝
田

啓
子
氏
は
「
蘇
は
牛
乳
を
お
よ
そ
1
／
10
に
煮
つ
め
た
乳
製
品
で
折
敷
に
盛

ら
れ
る
ほ
ど
に
乾
燥
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
わ
が
国
の
風
土
的
条
件
を

生
か
し
た
独
自
の
製
法
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ（

36
）、

斎
藤
氏
・
勝
田
氏
は
蘇
の
復
元
実
験
を
行
い
、
加
熱
濃
縮
し
た
も
の
を
一
年

間
常
温
で
放
置
し
カ
ビ
が
生
え
る
か
否
か
ま
で
実
験
し
た
上
で
、
蘇
が
長
期

保
存
の
き
く
加
濃
縮
し
た
全
粉
乳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

（
四
）
乳
脯

　

乳
脯
は
、『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
八
月
十
三
日
条
に
次
の

よ
う
に
み
え
る
。

十
三
日
、
…
内
供
消
息
状
云
、
座
主
猶
重
被
レ
悩
…
、
又
云
、
痢
病
薬

乳
脯
尤
良
、
可
二
求
送
一
者
、
座
主
料
也
、
求
遣
二
乳
牛
院
辺
一
了
…
乳
脯

廿
枚
奉
二
座
主
御
許
一
、

　

良
円
か
ら
天
台
座
主
慶
円
が
痢
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
藤
原
実

資
は
痢
病
に
利
く
と
さ
れ
る
乳
脯
を
乳
牛
院
に
求
め
、
乳
脯
二
〇
枚
を
得
て

慶
円
に
贈
っ
た
。
乳
脯
に
関
す
る
史
料
は
本
条
し
か
な
く
不
明
な
点
が
多
い

が
、
乳
脯
が
枚
の
単
位
で
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
固
形
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
村
氏
は
、
乳
脯
を
乾
湯
葉
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し（

37
）、

廣
野
氏
は
、「
生
酥
を
薄
く
の
ば
し
て
乾
燥
さ
せ
た
今
日
の
ス
ル
メ

様
の
乳
製
品
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

38
）。

　

以
上
、
古
代
日
本
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
酪
・
蘇
・
乳
脯
の
利
用
に

つ
い
て
み
て
き
た
。
牛
乳
・
酪
・
蘇
は
宮
廷
儀
式
や
仏
教
儀
式
な
ど
で
利
用

さ
れ
、
薬
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
章
を
改
め
て
、
そ
れ
ら
の
需
要
に
対
す

る
牛
乳
・
蘇
な
ど
の
貢
進
体
制
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
二
章　

奈
良
時
代
の
乳
・
乳
製
品
の
貢
進
体
制

　

奈
良
時
代
に
牛
乳
・
乳
製
品
の
生
産
に
携
わ
っ
た
の
は
、
典
薬
寮
所
属
の

乳
長
上
と
そ
の
下
部
に
置
か
れ
た
乳
戸
で
あ
る
。
乳
長
上
に
任
ぜ
ら
れ
た
の

は
、
和
薬
氏
で
あ
っ
た
。
和
薬
氏
に
つ
い
て
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
諸

蕃
下
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

和
薬
使
主
、
出
レ
自
二
呉
国
主
照
淵
孫
智
聡
一
也
、
天
国
排
開
広
庭
天
皇

諡
欽

明

御
世
、
随
二
使
大
伴
佐
尼
比
古
一
、
持
二
内
外
典
薬
書
、
明
堂
図
等
百

六
十
四
巻
、
仏
像
一
躯
、
伎
楽
調
度
一
具
等
一
入
朝
、
男
善
那
使
主
、

天
万
豊
日
天
皇
諡
孝

徳

御
世
、
依
レ
献
二
牛
乳
一
賜
二
姓
和
薬
使
主
一
、
奉
レ
度
二

本
方
書
一
百
三
十
巻
、
明
堂
図
一
巻
、
薬
臼
一
、
及
伎
楽
一
具
一
、
今

在
二
大
寺
一
、

　

呉
国
の
照
淵
の
孫
の
智
聡
は
欽
明
朝
に
来
日
し
、
そ
の
時
に
智
聡
は
内
外

の
典
薬
書
・
明
堂
図
等
一
六
四
巻
な
ど
を
所
持
し
て
い
た
。
子
の
善
那
が
孝



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

五
三

徳
天
皇
に
牛
乳
を
献
じ
、
天
皇
よ
り
和
薬
使
主
姓
を
賜
わ
っ
た
。
智
聡
が
来

日
時
に
医
書
や
鍼
灸
に
関
わ
る
明
堂
図
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
智
聡

は
医
学
に
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
善
那
は
父
か
ら
医
学
の

知
識
を
受
け
継
ぎ
、
牛
乳
を
薬
と
し
て
孝
徳
天
皇
に
献
じ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
姓
に
薬
を
有
す
る
「
和
薬
使
主
」
を
賜
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
よ
う
に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
孝
徳
朝
に
は
平
安
時
代
と
同
様
に
牛
乳
が
薬

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
和
薬
氏
は
孝
徳
天
皇
よ
り
姓

を
賜
与
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、「
乳
長
上
」
と
い
う
職
に
も
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
二
月
二
七
日
太
政
官
符
所
引
典
薬
寮
解
に

「
難
波
長
柄
豊
前
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
大
山
上
和
薬
使
主
福
常
、
習
二
取
レ
乳

術
一
始
授
二
此
職
一
、
自
レ
斯
以
降
子
孫
相
承
、
世
居
二
此
任
一
、
至
レ
今
不
レ

絶
、」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
、
定
秩
限
事
）
と
あ
り
、
難
波
長
柄
豊
前
宮

御
宇
天
皇
御
世
、
つ
ま
り
孝
徳
朝
に
お
い
て
、
和
薬
使
主
福
常
が
搾
乳
技
術

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
乳
長
上
に
任
ぜ
ら
れ
、
福
常
の
子
孫
が
代
々
乳
長
上
に

任
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
は
孝
徳
朝
に
和
薬
使
主
姓
を
賜
っ
た
者
を
「
善
那
」
と
し
、

『
類
聚
三
代
格
』
は
孝
徳
朝
に
乳
長
上
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
を
「
福
常
」
と
し

て
お
り
、
両
書
で
名
が
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
佐
伯
有
清
氏
は
、

「
善
那
」
と
「
福
常
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
し
、
善
那
が
和
薬
使
主
姓
を

賜
わ
っ
た
時
に
善
那
か
ら
日
本
式
の
名
の
福
常
に
改
め
た
も
の
と
さ
れ
た（

39
）。

　

和
薬
氏
が
任
ぜ
ら
れ
た
乳
長
上
は
、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
六
月
丙
子
（
一

九
日
）
に
宮
主
・
画
師
・
医
師
・
算
師
ら
と
と
も
に
把
笏
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』）。
宮
主
・
画
師
ら
は
い
ず
れ
も
専
門
職
で
あ
り
、

乳
長
上
が
こ
れ
ら
の
職
と
と
も
に
把
笏
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

乳
長
上
も
専
門
職
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
乳
長
上
が
和
薬

氏
の
世
襲
す
る
職
と
さ
れ
た
目
的
は
、
搾
乳
の
技
術
を
保
護
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
乳
長
上
の
下
に
置
か
れ
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
製
造
に
携
わ
っ
た
の
が

乳
戸
で
あ
る
。
乳
戸
は
、
官
員
令
別
記
に
よ
れ
ば
、
五
〇
戸
が
置
か
れ
、
一

〇
丁
が
一
年
交
替
で
役
に
従
事
し
、
品
部
と
し
て
調
雑
徭
が
免
除
さ
れ
た
。

乳
戸
が
ど
こ
で
乳
牛
を
飼
養
し
て
い
た
か
は
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
牧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

40
）。

　

乳
戸
と
関
わ
る
も
の
に
「
乳
牛
戸
」
が
あ
る
。
乳
牛
戸
は
、『
続
日
本
紀
』

和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
丁
亥
条
（
二
五
日
）
に
「
始
令
三
山
背
国
点
二
乳

牛
戸
五
十
戸
一
、」
と
み
え
る
。
新
井
喜
久
男
氏
は
、
乳
戸
と
乳
牛
戸
は
同
一

の
も
の
で
は
な
く
、
乳
戸
は
文
武
天
皇
四
年
以
前
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と

し
、
乳
牛
戸
は
増
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（

41
）。

　

中
央
で
は
、
典
薬
寮
所
属
の
乳
長
上
・
乳
戸
（
乳
牛
戸
）
が
牛
乳
・
乳
製

品
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
医
療
・
儀

礼
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
儀
礼
な
ど
の
充
実
に
よ
っ
て
そ
の
需
要
は

高
ま
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
乳
長
上
・

乳
戸
の
み
で
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
諸
国
に
お
い
て
日
持
ち

の
す
る
蘇
を
生
産
さ
せ
、
貢
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

諸
国
に
お
い
て
い
ず
れ
の
機
関
で
蘇
が
生
産
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る



五
四

が
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
が
、
長
野
県
塩
尻
市
の
吉
田
川

西
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
蘇
」
の
墨
書
土
器
で
あ
る
。
吉
田
川
西
遺
跡
は
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
継
続
し
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
蘇
の
墨
書
土

器
は
九
世
紀
中
頃
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
本
遺
跡
の
九
世
紀
末
期
の
遺
構

か
ら
は
「
榛
原
」
の
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
「
榛
原
」
は
「
埴
原
牧
」

の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
吉
田
川
西
遺
跡
は
埴
原
牧
を
管
理
す
る
集
落
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

42
）。

そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
遺
跡
か
ら
「
蘇
」

の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
注
視
す
れ
ば
、
蘇
は
牧
で
造
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

諸
国
か
ら
の
蘇
の
貢
進
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
文
武

天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
丙
寅
条
に
諸
国
に
牧
が
置
か
れ
て
牛
馬
が
放
た

れ
た
と
み
え
る
こ
と
や
『
右
官
史
記
』
に
文
武
天
皇
四
年
一
〇
月
に
使
を
遣

わ
し
て
蘇
を
造
ら
せ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
武
天
皇
四
年
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
文
武
天
皇
四
年
の
時
点
で
ど
の
程
度
の
蘇
の

貢
進
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
養
老
六
年
（
七
二

二
）
閏
四
月
一
七
日
太
政
官
符
で
蘇
の
貢
進
の
際
に
は
櫃
で
は
な
く
、
籠
を

用
い
る
よ
う
に
と
「
七
道
諸
国
司
」
に
命
じ
て
お
り（

43
）、

養
老
六
年
に
は
諸
国

が
蘇
を
貢
進
す
る
体
制
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
蘇
の
貢
進

に
関
す
る
史
料
を
み
て
い
こ
う
。

　

蘇
の
貢
進
に
関
す
る
記
述
が
天
平
年
間
の
正
税
帳
な
ど
に
み
え
る
（
出
典

表
記
の
『
大
日
古
』
一
―

518
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
、
518
頁
を
意
味
す

る
。
⑤
の
欠
損
箇
所
に
つ
い
て
は
、
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編
『
天
平
諸
国
正

税
帳
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
し
た
。）

①
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳
（『
大
日
古
』
一
―

604
）

一
、
同
日
進
上
蘇
合
参
升
伍
拾
、
盛
壷
五
口
事
、

右
参
条
、
附
二
朝
集
使
従
七
位
上
勲
十
二
等
石
川
朝
臣
足
麻
呂
一
進

上
、

②
天
平
六
年
尾
張
国
正
税
帳
（『
大
日
古
』
一
―

610
）

造
レ
蘇
壱
斗
参
升
、納
壷
七
口
、
大
壷
三
口
、
々
別
納

三
升
、
小
壷
四
口
、
々
別
納
一
升
、

　

用
度
稲
弐
佰
束
、

③
天
平
九
年
但
馬
国
正
税
帳
（『
大
日
古
』
二
―

64
・
65
）

依
レ
例
造
レ
蘇
伍
壷
、
大
二
、

小
三
、
乳
牛
壱
拾
参
頭
、
取
乳
廿
日
、

　
　

単
弐
伯
陸
拾
頭
、
秣
稲
壱
佰
肆
束
、
牛
別
日

四
把
、

…蘇
伍
壷
、
担
夫
壱
人
、

④
天
平
十
年
周
防
国
正
税
帳
（『
大
日
古
』
二
―

138
）

造
レ
蘇
肆
升
、
小
、
納
壷
肆
口
、
並
小
、
乳
牛
陸
頭
、
取
乳

廿
日
、飼
稲
肆
拾
別
捌

束
、
牛
別
日

四
把
、

⑤
天
平
十
年
淡
路
国
正
税
帳
（『
大
日
古
』
二
―

105
）

造
年
料 

蘇　
　
　
　

乳
牛
肆
頭
、 

取
乳

廿
日
、飼
稲
参
拾 

弐
束
、
牛
別
日

四
把
、 

　

こ
れ
ら
の
記
述
の
な
か
で
③
但
馬
国
の
記
述
が
最
も
詳
し
く
書
か
れ
て
お

り
、
以
下
但
馬
国
の
内
容
を
中
心
に
し
て
当
時
の
蘇
の
貢
進
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。
但
馬
国
は
、
大
壷
二
、
小
壷
三
、
計
五
壷
の
蘇
を
貢
進
し
て
い
る
。

壷
に
は
大
小
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
容
量
は
、
②
に
よ
れ
ば
大
壷
が
三
升
、



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

五
五

小
壷
が
一
升
で
あ
っ
た（

44
）。

但
馬
国
が
貢
進
し
た
蘇
の
総
量
は
小
九
升
で
あ

る
。
但
馬
国
は
九
升
の
蘇
を
得
る
た
め
に
、
二
〇
日
間
乳
牛
一
三
頭
に
日
ご

と
四
把
の
秣
稲
を
与
え
、
乳
牛
か
ら
生
乳
を
搾
っ
た
。
生
乳
を
加
工
し
て
出

来
上
が
っ
た
蘇
は
、
壷
に
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
外
容
器
の
籠
に
入
れ
ら
れ

て
、
担
夫
に
よ
っ
て
都
に
運
ば
れ
た
。
①
出
雲
国
が
朝
集
使
に
付
し
て
朝
廷

に
蘇
を
納
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
但
馬
国
も
同
様
に
蘇
は
使
に
付
し
て
朝
廷

に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
な
か
か
ら
「
蘇
」
に
関
す
る
木
簡

を
ぬ
き
だ
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
出
典
表
記
の
「
一
―

156
」
は
、『
平
城

宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
一
の
通
し
番
号
156
を
意
味
す
る
。）

①　

近
江
国
生
蘇
三
合 

（
一
―

156
）

②　

参
河
国
貢
蘇 

（
三
十
―

31
）

③
・
武
蔵
国
進
上
蘇 

（
三
十
―

34
）

　

・
天
平
七
年
十
一
月

④　

上
総
国
精
蘇 
（
三
十
―

35
）

⑤　

美
濃
国
蘇 

（
三
十
―

36
）

　

①
は
前
章
で
ふ
れ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
②
〜
⑤
は
い
ず
れ
も
平

城
京
左
京
二
坊
を
通
る
二
条
大
路
の
南
端
に
掘
ら
れ
た
東
西
溝
状
土
坑
Ｓ
Ｄ

五
一
〇
〇
か
ら
出
土
し
た
、
い
わ
ゆ
る
二
条
大
路
木
簡
で
あ
る
。
二
条
大
路

木
簡
は
天
平
八
年
（
七
三
六
）
を
中
心
と
す
る
年
紀
を
も
ち
、
聖
武
天
皇
や

光
明
皇
后
に
関
わ
る
木
簡
群
を
含
む
と
い
う
か
ら（

45
）、

②
〜
⑤
の
蘇
は
饗
宴
な

ど
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
奈
良
時
代
の
蘇
の
貢
進
時
期
に
つ
い
て

は
史
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
③
武
蔵
国
が
一
一
月
に
蘇
を
進
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
と
同
様
に
奈
良
時
代
の
蘇
の
貢
進
時
期
が
一
一
月

前
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
章
で
は
中
央
に
お
け
る
牛
乳
・
蘇
の
生
産
組
織
で
あ
る
乳
長
上
・
乳
戸

や
正
税
帳
・
木
簡
な
ど
に
み
え
る
蘇
の
貢
進
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
次

に
平
安
時
代
の
生
乳
・
乳
製
品
の
貢
進
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
章　

平
安
時
代
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
貢
進
体
制

　

平
安
時
代
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
貢
進
体
制
は
、
基
本
的
に
は
奈
良
時
代
以

来
の
貢
進
体
制
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
変
化
も
み
え
る
。
最
も
大
き
な
変

化
は
乳
牛
院
と
よ
ば
れ
る
機
関
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乳
牛
院

は
、『
西
宮
記
』
巻
八
、
諸
院
事
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

乳
牛
院
典
薬
別
所
、
在
二

右
近
馬
場
西
一

、
有
二

別
当
、
乳
師
、
預
等
一

、
納
二

山
城
丹
波
蒭
、
大
炊
雑
穀
一

、
逓
取
二

立
味
原
牛
一

、
供
二

御
三
宮
乳
一

、

　

乳
牛
院
は
、
三
宮
に
生
乳
を
供
御
す
る
機
関
で
あ
り
、
そ
の
所
在
地
は
、

右
近
馬
場
の
西
で
あ
っ
た
。
乳
牛
院
に
は
廐
舎
が
あ
り
、
母
牛
七
頭
と
犢
七

頭
の
計
一
四
頭
が
飼
養
さ
れ
、
毎
日
大
三
升
一
合
五
勺
の
生
乳
を
生
産
し
て

い
た（

46
）。

乳
牛
院
が
蘇
を
生
産
し
て
い
た
か
は
史
料
上
確
認
で
き
な
い
が
、
先

に
み
た
よ
う
に
乳
製
品
の
一
種
の
「
乳
脯
」
を
造
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ

る（
47
）。

　

乳
牛
院
の
職
員
に
は
、
別
当
・
預
・
乳
師
が
置
か
れ
た
。
別
当
の
補
任
例

か
ら
は
、
別
当
に
は
蔵
人
頭
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る（

48
）。

預
は
、
乳
牛
院
の
事
務

全
般
を
預
か
る
事
務
官
で
あ
り（

49
）、

乳
師
は
前
章
で
み
た
乳
長
上
で
あ
る
。
乳



五
六

長
上
は
、
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
二
月
二
七
日
に
終
身
職
か
ら
六
年
の
任

期
職
に
改
め
ら
れ（

50
）。

天
長
二
年（
八
二
五
）四
月
四
日
に
は
乳
長
上
は「
乳
師
」

に
改
称
さ
れ
て
い
る（

51
）。

以
上
の
他
に
搾
乳
作
業
時
に
案
を
執
る
夫
（
執
案

夫
）・
乳
を
取
る
夫
（
乳
夫
）
な
ど
が
い
た
。
乳
牛
院
の
成
立
時
期
を
記
し

た
史
料
が
な
い
た
め
そ
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
よ
っ
て
延
暦
年
間
以
前
、
弘
仁
・
天
長
年
間
の
二
つ
の
時
期
が
提
示
さ
れ

て
い
る（

52
）。

そ
の
乳
牛
院
に
乳
牛
を
供
給
す
る
牧
と
し
て
味
原
牧
が
置
か
れ
て

い
る
。

　

蘇
の
貢
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
に
み
え
る
。
長
文

で
あ
る
が
、
全
文
引
用
す
る
。

伊
勢
国
十
八
壷
七
口
各
大
一
升
、

十
一
口
各
小
一
升
、　

尾
張
国
十
五
壷
五
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、　

参
河
国

十
四
壷
四
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、　

遠
江
国
十
四
壷
四
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、　

駿
河
国
十
二
壷

四
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

伊
豆
国
七
壷
並
小
一
升
、

●
●
●

　

甲
斐
国
十
壷
並
小
一
升
、

●
●
●
●
　

相
模
国

十
六
壷
六
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、 

　

右
八
ヶ
国
為
二
第
一
番
一
丑
未
年

●
●

伊
賀
国
七
壷
並
並
小
一
升
、　

武
蔵
国
廿
壷
七
口
各
大
一
升
、　

十
三
口
各
小
一
升
、　

安
房
国
十
壷

並
小
一
升
、

●
●
●
●
　

上
総
国
十
七
壷
七
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、　

下
総
国
廿
壷
八
口
各
大
一
升
、　

十
二
口
各
小
一
升
、　

常
陸
国
廿
壷
十
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、

　

右
六
箇
国
為
二
第
二
番
一
寅
申
年

●
●
●

近
江
国
十
八
壷
七
口
各
大
一
升
、　

十
一
口
各
小
一
升
、　

美
濃
国
十
七
壷
七
口
各
大
一
升
、

十
口
各
小
一
升
、　

信
濃
国

十
三
壷
五
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

上
野
国
十
三
壷
五
口
各
大
一
升
、　

八
口
各
小
一
升
、
　

下
野
国
十
四
壷

五
口
各
大
一
升
、

九
口
各
小
一
升
、　

若
狭
国
八
壷
並
小
一
升

●
●
●
●
、　

越
前
国
十
五
壷
六
口
各
大
一
升
、

九
口
各
小
一
升
、　

加

賀
国
十
五
壷
六
口
各
大
一
升
、

九
口
各
小
一
升
、

　

右
八
箇
国
為
二
第
三
番
一
卯
酉
年

●
●
●

能
登
国
九
壷
三
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、　

越
中
国
十
壷
四
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、　

越
後
国
十
一
壷

四
口
各
大
一
升
、

七
口
各
小
一
升
、　

丹
波
国
十
一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

丹
後
国
八
壷
二
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、　

但
馬
国
十
一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

因
幡
国
十
一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

伯
耆
国
十

一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

出
雲
国
十
一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

石
見
国
八
壷
二
口
各
大

一
升
、
六

口
各
小

一
升
、

　

右
十
箇
国
為
二
第
四
番
一
辰
戌
年

大
宰
府
七
十
壷
十
五
口
各
大
一
升
、
卅
五
口　

各
大
五
合
、
廿
口
各
小
一
升
、

　

右
為
二
第
五
番
一
巳
亥
年

播
磨
国
十
五
壷
六
口
各
大
一
升
、

九
口
各
小
一
升
、　

美
作
国
十
一
壷
三
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

備
前
国
十

壷
二
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

備
後
国
七
壷
二
口
各
大
一
升
、

五
口
各
小
一
升
、　

安
芸
国
八
壷
二
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、　

周
防
国
六
壷
並
小
一
升

●
●
●
●　

長
門
国
八
壷
並
小
一
升

●
●
●
●　

紀
伊
国
七
壷
二
口
各
大
一
升
、

五
口
各
小
一
升
、　

淡
路
国
三
壷
並
小
一
升
、

●
●
●
●

（
53
） 

阿
波
国
十
壷
四
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、　

讃
岐
国
十
三
壷

五
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

伊
予
国
十
二
壷
四
口
各
大
一
升
、

八
口
各
小
一
升
、　

土
佐
国
十
壷
四
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、

　

右
十
四
箇
国
為
二
第
六
番
一
子
午
年

凡
諸
国
貢
レ
蘇
、
各
依
二
番
次
一
、
当
年
十
一
月
以
前
進
了
、
但
出
雲
国

十
二
月
為
レ
限
、
輪
転
随
レ
次
、
終
而
復
始
、
其
取
二
得
乳
一
者
、
肥
牛
日

大
八
合
、
痩
牛
減
レ
半
、
作
レ
蘇
之
法
、
乳
大
一
斗
煎
、
得
二
蘇
大
一
升
一
、

但
飼
レ
秣
者
頭
別
日
四
把
、

　

本
条
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
貢
進
体
制
は
、
蘇
の
貢
進
国
が
五
七
ヶ
国
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
国
々
が
一
番
か
ら
六
番
に
分
け
ら
れ
、
六
年
ご
と
に
蘇
を
貢



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

五
七

進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
以
下
、「
延
喜
式
」
に
規
定
さ
れ
た
貢
進

体
制
を
延
喜
式
制
と
呼
ぶ
）。
こ
の
体
制
の
運
用
を
考
え
る
上
で
、『
小
右

記
』
永
延
二
年
（
九
八
八
）
正
月
二
〇
日
・
二
一
日
条
に
興
味
深
い
記
述
が

み
え
る
。

廿
日
、
今
日
、
摂
政
殿
大
饗
也
、
…
蔵
人
主
殿
助
挙
直
自
レ
内
持
二
参
甘

栗
一
、
但
無
レ
蘇
、
此
依
二
西
海
道
未
一
レ
献
也
、
…

廿
一
日
、
昨
日
夕
従
二
鎮
西
一
献
レ
蘇
、
今
日
賜
二
蘇
甘
栗
勅
使
左
衛
門
尉

兼
隆
一
、

　

正
月
二
〇
日
に
摂
政
藤
原
兼
家
家
で
大
饗
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本

来
で
あ
れ
ば
朝
廷
か
ら
蘇
と
甘
栗
が
兼
家
家
に
支
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
兼
家
家
に
遣
わ
さ
れ
た
蔵
人
主
殿
助
藤
原
挙
直
は
甘
栗
の
み
を
持
ち
、

蘇
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
西
海
道
つ
ま
り
大
宰
府
か
ら
の
蘇
が

い
ま
だ
届
い
て
い
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
鎮
西
（
大
宰
府
）
か
ら
の
蘇
は
二

〇
日
の
夕
方
に
到
着
し
た
。
二
一
日
に
再
び
勅
使
藤
原
兼
隆
が
藤
原
兼
家
家

に
遣
わ
さ
れ
、
蘇
が
賜
与
さ
れ
た
。

　

諸
国
は
一
一
月
以
前
に
蘇
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
条
に
み
え

る
西
海
道
諸
国
の
蘇
の
未
進
は
前
年
の
永
延
元
年
分
の
も
の
で
あ
る
。
延
喜

民
部
式
貢
蘇
番
条
に
よ
れ
ば
、
西
海
道
諸
国
（
大
宰
府
）
が
蘇
を
貢
進
す
る

の
は
巳
年
・
亥
年
で
あ
る
。
永
延
元
年
は
丁
亥
年
、
つ
ま
り
亥
年
で
あ
り
、

延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
の
規
定
に
一
致
す
る
。
本
条
に
よ
っ
て
西
海
道
諸
国

の
蘇
の
未
進
が
判
明
す
る
が
、
一
方
で
亥
年
に
は
西
海
道
諸
国
か
ら
蘇
が
貢

進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
実
際
に
蘇
が
貢
進
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
延
喜
式
制
の
蘇
の
貢
進
体
制
が
機
能
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
頁
の
【
表
】
は
、
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
に
み
え
る
諸
国
の
蘇
の
貢
進

量
（
小
升
で
換
算
し
た
も
の
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。【
表
】
を
み
て

気
づ
く
の
は
、
全
て
の
国
が
蘇
を
貢
進
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
蘇
を
貢

進
し
て
い
な
い
国
は
、
①
飛
騨
国
・
志
摩
国
・
陸
奥
国
・
出
羽
国
と
②
河
内
国
・

和
泉
国
・
大
和
国
・
山
城
国
な
ど
で
あ
る
。
東
野
氏
・
池
山
氏
は
②
河
内
国

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
畿
内
に
乳
戸
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
都
に
近
い
畿
内
か
ら
は
生
乳
を
と
る
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ

れ
た（

54
）。

廣
野
氏
は
、
①
飛
騨
国
ら
が
貢
進
国
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
下
国
で
あ
っ
た
り
、
遠
隔
地
で
あ
っ
た
り
し
て
蘇
の
搬
送
に
不
便
で

あ
り
、
公
的
牧
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
し
、
②
河
内
国
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
畿
内
に
典
薬
寮
が
運
営
す
る
乳
牛
の

牧
や
乳
牛
戸
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
宮
中
で
日
々
の
供
御
に
要
す
る
乳

や
蘇
を
そ
の
つ
ど
納
め
て
い
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る（

55
）。

　

こ
れ
ま
で
蘇
の
貢
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
か
ら
延

喜
式
制
の
貢
進
体
制
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
貢
進
体
制
は
史
料
が
な
く

不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
本
昌
弘
氏
に
よ
っ
て
『
新
撰
年
中
行
事
』

に
蘇
の
貢
進
体
制
に
か
か
わ
る
弘
仁
式
逸
文
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
た（

56
）。

次
に

『
新
撰
年
中
行
事
』
の
貢
蘇
に
関
わ
る
弘
仁
式
逸
文
を
引
用
し
検
討
す
る
。

　
『
新
撰
年
中
行
事
』
は
、
ま
ず
蘇
な
ど
の
効
能
や
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
次

条
を
載
せ
、
以
下
の
記
述
を
載
せ
る
。



五
八

前
式
作
二
三
番
一
、
東
海
十
四
国
為
二
一
番
一
、
除
二

志
万
一

、

●
●　
　

東
山
五
个
国
、

除
二

飛
騨
、
陸

奥
、
出
羽
一

、
北
陸
五
个
国
、
除
二

佐
渡
一

、
但
加
賀

今
加
、
仍
無
レ

之
、

山
陰
六
个
国
、
除
二

隠
岐
丹
波
一

、

●
●
●
●
●
●

惣
十

六
个
国
為
二
二
番
一
、
山
陽
七
个
国
、
除
二

長
門
一

、

●
●
●
●

南
海
六
个
国
、
大
宰
合

廿
四
个
国
為
二
三
番
一
、
件
前
式
、
今
所
レ

不
レ

用
也
、

然
而
為
レ

知
二

旧
跡
一

所
レ

載
也
、

　

前
式
と
は
「
弘
仁
式
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
条
は
、
蘇
の
貢
進
国
を
番
制

に
し
た
が
っ
て
列
挙
し
、
分
註
を
加
え
る
。
た
だ
し
蘇
の
貢
進
量
は
省
略
さ

れ
て
い
る
（
以
下
、
弘
仁
式
に
規
定
さ
れ
た
蘇
の
貢
進
体
制
を
弘
仁
式
制
と

呼
ぶ
）。
本
条
の
発
見
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
延
喜
式
制
以

前
の
貢
進
体
制
で
あ
る
弘
仁
式
制
の
蘇
の
貢
進
体
制
が
判
明
し
た
。
弘
仁
式

制
は
、
蘇
の
貢
進
国
が
五
四
ヶ
国
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
国
が
一
番
か
ら
三
番

に
わ
け
ら
れ
、
三
年
ご
と
に
蘇
を
貢
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
弘
仁

式
制
に
お
い
て
も
延
喜
式
制
と
同
様
に
河
内
国
・
和
泉
国
・
大
和
国
・
山
城

国
や
飛
騨
国
・
志
摩
国
・
陸
奥
国
・
出
羽
国
が
蘇
の
貢
進
国
か
ら
除
外
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
措
置
が
弘
仁
式
制
に
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【表】蘇の貢進国と量（延喜民部式貢蘇番条）総量＝小999.5升

国　名 大　壷 小　壷 総壷数 総量（小升）
第 1番（ 8か国）　丑・巳年　総量＝166小升
伊 勢 7 11 18 32
尾 張 5 10 15 25
参 河 4 10 14 22
遠 江 4 10 14 22
駿 河 4 8 12 20
伊 豆 ─ 7 7 7
甲 斐 ─ 10 10 10
相 模 6 10 11 28
第 2 番（ 6か国）　寅・申年　総量＝158小升
伊 賀 ─ 7 7 7
武 蔵 7 13 20 34
安 房 ─ 10 10 10
上 総 7 10 17 31
下 総 8 12 20 36
常 陸 10 10 20 40
第 3 番（ 8か国）　卯・酉年　総量＝195小升
近 江 7 11 18 32
美 濃 7 10 17 31
信 濃 5 8 13 23
上 野 5 8 13 23
下 野 5 9 14 24
若 狭 ─ 8 8 8
越 前 6 9 15 27
加 賀 6 9 15 27
第 4 番（10か国）　辰・戌年　総量＝161小升
能 登 3 6 9 15
越 中 4 6 10 18
越 後 4 7 11 19
丹 波 3 8 11 17
丹 後 2 6 8 12
但 馬 3 8 11 17
因 幡 3 8 11 17
伯 耆 3 8 11 17
出 雲 3 8 11 17
石 見 2 6 8 12
第 5 番（ 9か国と 2島）　巳・亥年　総量＝117.5小升
大 宰 府 15 20 35 117.5
第 6 番（14か国）　子・午年　総量＝202小升
播 磨 6 9 15 27
美 作 3 8 11 17
備 前 2 8 10 14
備 中 2 8 10 14
備 後 2 5 7 11
安 芸 2 6 8 12
周 防 ─ 6 6 6
長 門 ─ 8 8 8
紀 伊 2 5 7 11
淡 路 ─ 3 3 3
阿 波 4 6 10 18
讃 岐 5 8 13 23
伊 予 4 8 12 20
土 佐 4 6 10 18



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

五
九

　

弘
仁
式
制
と
延
喜
式
制
と
の
貢
進
体
制
を
比
較
す
る
と
、
①
貢
進
国
の
数

②
番
制
の
数
な
ど
に
違
い
が
あ
る
。
①
貢
進
国
の
数
は
、
弘
仁
式
制
が
五

四
ヶ
国
で
あ
り
、
延
喜
式
制
が
五
七
ヶ
国
で
あ
り
、
延
喜
式
制
で
は
蘇
の
貢

進
国
が
三
ヶ
国
増
加
し
て
い
る
。
新
た
な
蘇
の
貢
進
国
は
、
加
賀
国
・
長
門

国
・
丹
波
国
で
あ
る
。

　

次
に
②
番
制
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
弘
仁
式
制
が
三
番
制
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
延
喜
式
制
は
、
六
番
制
で
あ
っ
た
。
延
喜
式
制
の
六
番
制
は
、

弘
仁
式
制
の
三
番
制
が
分
割
さ
れ
て
六
番
制
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

変
更
の
要
因
に
つ
い
て
西
本
昌
弘
氏
は
、
蘇
を
生
産
す
る
国
の
増
加
を
あ
げ

ら
れ
た（

57
）。

し
か
し
、
延
喜
式
制
で
新
た
に
蘇
を
貢
進
す
る
国
と
な
っ
た
の

は
、
加
賀
国
・
丹
波
国
・
長
門
国
の
三
ヶ
国
で
あ
り
、
こ
の
増
加
が
貢
蘇
制

度
を
大
き
く
変
更
さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
加
賀
国
は
弘
仁
一
四
年
（
八
二
三
）
二
月
に
越
前
国

か
ら
分
置
さ
れ
た
国
で
あ
り（

58
）、

加
賀
国
の
蘇
の
貢
進
量
は
も
と
も
と
越
前
国

の
貢
進
量
に
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
蘇
の
貢
進
量
か
ら
み
た
場

合
、
延
喜
式
制
は
弘
仁
式
制
に
比
べ
て
丹
波
・
長
門
国
分
の
蘇
（
小
二
五
升
）

が
増
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
全
貢
進
量（
小
九
九
九
．
五
升
）の
三
パ
ー

セ
ン
ト
弱
に
過
ぎ
な
い
こ
の
増
加
分
が
蘇
の
貢
進
体
制
全
体
を
転
換
さ
せ
た

要
因
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
こ
の
番
制
の
変
更
に
は
別
の
要

因
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
要
因
を
探
る
た
め
に
蘇
の
貢

進
状
況
を
確
認
し
た
い
。
当
時
の
貢
蘇
の
様
子
を
知
る
た
め
に
貞
観
七
年
三

月
二
日
太
政
官
符
を
引
用
す
る
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
〇
、
供
御
事
）。

太
政
官
符

　

応
レ
責
レ
違
二
闕
例
貢
蘇
一
事

右
案
二
太
政
官
去
承
和
十
二
年
八
月
七
日
符
一

、
太
政
官
去
弘
仁
六
年

十
一
月
十
三
日
下
二
民
部
省
一
符

、
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
諸
国
所
レ
貢

之
蘇
、
須
三
十
一
月
以
前
俾
二
悉
進
一
レ
之
、
若
有
二
物
実
不
レ
好
、
并
貢

進
違
一
レ
期
者
、
国
司
科
二
違
勅
罪
一
、
使
者
五
位
已
上
亦
処
二
同
科
一
、

六
位
已
下
不
レ
論
二
蔭
贖
一
、
决
杖
六
十
者
、
而
頃
年
国
司
軽
二
蔑
憲
章

一
、
或
稽
二
延
乃
貢
一
、
或
調
適
太
麁
、
所
司
漏
却
、
只
二
其
罪
一
、
今

擬
二
拠
前
格
一
、
恐
多
二
陥
者
一
、
大
納
言
正
三
位
兼
行
右
近
衛
大
将
民
部

卿
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
良
房
宣
、
宜
下
申
二
明
旧
制
一
、
頒
二
下
諸

国
一
、
已
往
在
レ
寛
、
将
来
必
罪
上
者
、
而
曾
不
二
慎
遵
一
常
致
二
違
闕
一
、

是
則
結
罪
称
稍
重
、
不
レ
忍
二
必
行
一
、
国
宰
積
習
、
棄
而
不
レ
勤
レ
之
所

レ
致
也
、
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
有
レ
法
不
レ
行
、
還
同
レ
無
レ
法
、
宜
下
改

二
前
格
一
更
立
二
新
制
一
、
五
位
已
上
全
奪
二
位
禄
一
、
六
位
已
下
折
中
取
公

廨
五
分
之
一
上
、

　
　
　

貞
観
七
年
三
月
二
日

　

貞
観
七
年
三
月
二
日
太
政
官
符
に
は
、（
一
）
弘
仁
六
年
一
一
月
一
三
日

太
政
官
符
（
二
）
承
和
一
二
年
八
月
七
日
太
政
官
符
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

内
容
を
時
系
列
に
そ
っ
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
） 弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
頃
の
貢
蘇
の
状
況
は
、
諸
国
が
粗
悪
な
蘇
を
貢

進
し
、
貢
進
す
る
時
期
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

弘
仁
六
年
一
一
月
一
三
日
に
朝
廷
は
今
後
粗
悪
な
蘇
を
貢
進
し
た
・
違
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〇

期
し
た
国
司
に
は
違
勅
罪
を
科
し
、
五
位
以
上
の
使
に
も
違
勅
罪
を
科

し
、
六
位
以
下
の
使
に
は
决
杖
六
〇
を
科
す
こ
と
と
し
、
良
質
な
蘇
を

期
日
を
守
り
貢
進
す
る
よ
う
に
命
じ
た（

59
）。

（
二
） 弘
仁
六
年
一
一
月
一
三
日
の
決
定
に
は
効
果
が
な
く
、
貢
蘇
を
巡
る
状

況
は
改
善
し
な
か
っ
た
。
承
和
一
二
年
（
八
四
五
）
八
月
七
日
に
朝
廷

は
前
格
（
弘
仁
六
年
一
一
月
一
三
日
太
政
官
符
）
を
厳
格
に
適
用
し
た

場
合
、
多
く
の
者
を
処
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
ひ

と
ま
ず
は
不
問
に
ふ
し
、
今
後
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
必
ず
処
罰
す
る
と

し
た
。

（
三
） 承
和
一
二
年
八
月
七
日
の
決
定
に
も
国
司
は
従
わ
な
か
っ
た
。
貞
観
七

年
三
月
二
日
に
、
朝
廷
は
前
格
を
改
め
て
、
粗
悪
な
蘇
を
貢
進
し
た
・

違
期
し
た
五
位
以
上
の
者
は
位
禄
を
奪
い
、
六
位
以
下
の
者
は
公
廨
五

分
の
一
を
折
取
す
る
と
い
う
新
制
を
定
め
た
。
こ
の
新
制
を
適
用
し
た

こ
と
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
二
月
五
日
条
に

「
奪
二
美
濃
、
下
野
、
若
狭
、
能
登
、
越
中
、
越
後
、
丹
後
、
但
馬
、
因

幡
、
伯
耆
、
石
見
等
国
司
位
禄
公
廨
一
、
以
二
貢
蘇
違
一
レ
期
也
、
旧
制
、

貢
蘇
違
レ
期
、
国
司
五
位
已
上
科
二
違
勅
罪
一
、
六
位
已
下
不
レ
論
二
蔭
贖

一
、
决
笞
六
十
、
今
改
二
前
格
一
、
施
二
此
新
制
一
、」
と
み
え
、
朝
廷
が

新
制
に
し
た
が
っ
て
違
期
し
た
美
濃
国
以
下
の
国
司
ら
の
位
禄
・
公
廨

な
ど
を
奪
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
貞
観
七
年
三
月
二
日
太
政
官
符
か
ら
、
当
時
の
貢
蘇
の
状
況
を
確

認
し
た
が
、
当
時
の
貢
蘇
の
貢
進
状
況
は
決
し
て
順
調
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
弘
仁
六
年
一
一
月
一
三
日
太
政
官
符
で
良
質
な
蘇
を
期
日
通
り
に
貢
進

す
る
よ
う
に
と
国
司
に
命
じ
、
違
反
し
た
場
合
に
は
厳
罰
に
処
す
と
し
た

が
、
承
和
一
二
年
八
月
七
日
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
、
仮
に
弘
仁
六
年
の
決
定

に
し
た
が
っ
て
国
司
を
処
分
し
た
場
合
多
く
の
者
を
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
数
の
国
司
が
期
日
ま
で
に
蘇
を
貢
進
せ

ず
、
粗
悪
な
蘇
を
貢
進
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
貞
観
七
年

に
新
制
を
打
ち
出
し
、
仁
和
三
年
に
は
新
制
に
よ
っ
て
国
司
が
処
分
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
施
策
に
よ
っ
て
も
貢
蘇
の
状
況
は
好
転
し
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
番
制
か
ら
六
番
制
へ
の
変
更
は
、
こ
の
よ

う
な
貢
蘇
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
三
年
に
一
度
の
貢
進
か
ら
六
年
に
一
度
の
貢

進
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
国
の
負
担
を
軽
減
し
、
確
実
に
蘇
を

貢
進
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
貢
蘇
の
弘
仁
式
制
か
ら
延
喜
式
制
へ
の
変
更
は
い
つ
行
わ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
み
た
仁
和
三
年
二
月
二
月
五
日
条
を
も
と
に
考
え
た

い
。
本
条
で
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
貢
蘇
の
違
期
が
い
つ
の
も
の
で
あ
っ
た

か
を
特
定
す
る
。
本
条
に
み
え
る
国
を
延
喜
式
制
の
番
次
に
よ
っ
て
整
理
す

る
と
、
①
三
番
次
＝
美
濃
・
下
野
・
若
狭
・
越
前
、
②
四
番
次
＝
能
登
・
越
中
・

越
後
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
石
見
と
な
る
。
三
番
次
の
諸
国
が
蘇

を
貢
進
す
る
の
は
卯
・
酉
年
で
あ
り
、
仁
和
三
年
の
直
近
の
卯
年
は
癸
卯
年

の
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
で
あ
り
、
酉
年
は
丁
酉
年
の
元
慶
元
年
（
八
七
七
）

で
あ
る
。
四
番
次
の
諸
国
が
蘇
を
貢
進
す
る
年
は
辰
・
戌
年
で
あ
り
、
仁
和

三
年
の
直
近
の
辰
年
は
甲
辰
年
の
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
で
あ
り
、
戌
年
は



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

六
一

戊
戌
年
の
元
慶
二
年（
八
七
八
）で
あ
る
。
仁
和
三
年
に
貢
蘇
の
違
期
に
よ
っ

て
国
司
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
処
罰
の
原
因
に
な
っ
た
の
は
仁
和

三
年
に
近
い
元
慶
七
・
八
年
の
貢
蘇
の
違
期
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

仁
和
三
年
に
朝
廷
が
三
・
四
年
前
の
貢
蘇
の
違
期
を
責
め
た
と
す
る
に
は
疑

問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
国
を
道
別
に
改
め
て
分
類
す
る
と
、
①
東

山
道
＝
美
濃
・
下
野
、
②
北
陸
道
＝
若
狭
・
能
登
・
越
中
・
越
後
、
③
山
陰

道
＝
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
石
見
と
な
る
。
さ
ら
に
延
喜
式
制
の
番

制
で
は
な
く
、
弘
仁
式
制
の
番
制
に
置
き
換
え
る
と
、
こ
れ
ら
は
弘
仁
式
制

の
二
番
制
（
東
海
道
・
北
陸
道
・
山
陰
道
諸
国
）
に
一
致
す
る
。
処
罰
さ
れ

た
国
司
を
延
喜
式
制
の
番
制
で
考
え
た
場
合
三
・
四
番
制
の
諸
国
が
混
在
す

る
が
、
弘
仁
式
制
の
番
制
で
考
え
た
場
合
全
て
の
国
が
二
番
制
に
収
ま
る
。

こ
こ
で
処
罰
さ
れ
た
国
司
ら
は
弘
仁
式
制
の
二
番
制
の
諸
国
の
な
か
で
違
期

し
た
国
司
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仁
和
三
年
時
点
に

お
い
て
貢
蘇
が
弘
仁
式
制
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
以
降
、
貢
蘇
に
関
す
る
史
料
は
『
延
喜
式
』
ま
で
な
い
た
め
、
貢
蘇
の
弘

仁
式
制
か
ら
延
喜
式
制
へ
の
変
更
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
仁

和
三
年
以
降
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
史
料
の
列
挙
に
終
始
し
た
部
分
が
少
な
く
な
い
が
、
述
べ
て
き
た

と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

① 

古
代
日
本
に
は
牛
乳
・
牛
乳
を
加
工
し
て
作
ら
れ
た
酪
・
蘇
・
乳
脯
な

ど
が
実
在
し
た
。
酪
に
つ
い
て
は
実
在
し
て
い
な
い
と
す
る
説
が
あ
る

が
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
酪
に
和
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
当
時

の
実
状
に
即
し
て
醍
醐
を
掲
載
し
な
か
っ
た
『
医
心
方
』
に
酪
に
関
す

る
記
述
が
み
え
る
こ
と
や
仏
教
儀
礼
に
酪
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
酪
は
古
代
日
本
に
実
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

② 

古
代
日
本
に
お
け
る
牛
乳
・
酪
・
蘇
・
乳
脯
の
利
用
を
検
討
し
た
。
牛
乳
・

酪
・
蘇
、
と
く
に
蘇
に
は
様
々
な
用
途
が
あ
り
、
そ
の
需
要
量
は
多
い
。

中
央
の
乳
長
上
・
乳
戸
で
は
全
て
を
ま
か
な
う
こ
と
は
で
き
ず
、
需
要

を
み
た
す
た
め
に
諸
国
に
も
蘇
を
作
ら
せ
て
貢
進
さ
せ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
諸
国
に
お
い
て
蘇
を
造
っ
た
機
関
は
牧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③ 

奈
良
時
代
の
蘇
の
貢
進
体
制
は
正
税
帳
・
木
簡
な
ど
か
ら
断
片
的
に
わ

か
る
。
断
片
的
な
が
ら
、
奈
良
時
代
の
貢
進
体
制
は
平
安
時
代
の
貢
進

体
制
と
共
通
し
て
お
り
、
平
安
時
代
の
貢
進
体
制
が
奈
良
時
代
の
貢
進

体
制
を
も
と
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

④ 

平
安
時
代
の
蘇
の
貢
進
体
制
は
延
喜
民
部
式
貢
蘇
番
条
か
ら
わ
か
る

が
、
そ
れ
以
前
の
体
制
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。
弘
仁
式
逸
文
の

発
見
に
よ
っ
て
貢
蘇
体
制
に
お
け
る
弘
仁
式
制
が
判
明
し
た
。
弘
仁
式

制
で
は
三
年
に
一
度
蘇
を
貢
進
す
る
三
番
制
で
あ
っ
た
が
、
延
喜
式
制

は
六
年
に
一
度
蘇
を
貢
進
す
る
六
番
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
の
要
因

に
つ
い
て
は
、
蘇
の
貢
進
国
が
増
加
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
た
が
、
当

時
の
貢
蘇
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
貢
蘇
の
違
期
や
粗
悪
な
蘇
が
貢
進

さ
れ
る
な
ど
貢
蘇
制
度
自
体
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
た
。
当
時
の
貢
蘇
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を
と
り
ま
く
状
況
か
ら
み
て
三
番
制
か
ら
六
番
制
へ
の
変
更
は
、
三
年

に
一
度
の
貢
進
か
ら
六
年
に
一
度
の
貢
進
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
諸
国
の

負
担
を
減
ら
し
、
蘇
を
確
実
に
貢
進
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

⑤ 

貢
蘇
制
度
に
お
け
る
弘
仁
式
制
か
ら
延
喜
式
制
へ
の
変
更
時
期
は
史
料

が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
仁
和
三
年
ま
で
は
弘
仁
式
制
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
延
喜
式
制
へ
の
変
更
は
仁
和
三
年
以
降
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て
先

行
研
究
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
発
掘
成
果
・
新
出
史
料

を
用
い
て
検
討
を
加
え
た
。
と
く
に
蘇
の
物
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
様
々

な
方
法
で
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、「
蘇
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
こ
れ
を

解
明
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
吉
田
川
西
遺
跡
・
荒
久
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

「
蘇
」
の
墨
書
土
器
は
、
い
ず
れ
も
土
師
器
高
台
付
き
皿
の
底
部
外
面
に
墨

書
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
敬
一
氏
は
「
こ
れ
ら
の
皿
の
用
途
が
供
膳
具
な
の
か

貯
蔵
用
の
壷
の
蓋
な
の
か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
議
論
の
分
か
れ
て
い
る
蘇

の
物
性
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お

り（
60
）、

今
後
「
蘇
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
の
出
土
例
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

註
（
1
）　

ソ
の
表
記
に
は
、
蘓
・
蘇
・
酥
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
蘇
」
に
統
一
し
た
。

（
2
）　

古
代
日
本
の
乳
・
乳
製
品
な
ど
に
関
す
る
研
究
に
は
、
鈴
木
敬
策
『
牛
乳
と
乳

製
品
の
研
究
』（
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
）、
滝
川
政
次
郎
ａ
「
日
本
上
代
の
牛
乳

と
乳
製
品
」（『
日
本
社
会
経
済
史
論
考
』
日
光
書
院
、
一
九
三
九
年
）、
江
上
波

夫
『
ユ
ウ
ラ
シ
ア
古
代
北
方
文
化
』（
全
国
書
店
、
一
九
四
八
年
）、
渡
辺
実
『
日

本
食
生
活
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）、
佐
伯
有
清
『
牛
と
古
代
人
の
生

活
』（
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
）、
中
尾
佐
助
『
料
理
の
起
源
』（
日
本
放
送
出
版

協
会
、
一
九
七
二
年
）、
加
茂
儀
一
「
日
本
畜
産
史
」
食
肉
・
乳
酪
篇
（
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）、
東
野
治
之
・
池
山
紀
之
「
日
本
古
代
の
蘇
と
酪
」（
東

野
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
。
初
出
は
一
九
八
一
年
）、

滝
川
政
次
郎
ｂ
「
日
本
上
代
の
牛
乳
と
乳
製
品
追
記
」（『
増
補
新
版　

日
本
社
会

経
済
史
論
考
』（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
三
年
）、
和
仁
皓
明
「
酥
酪
考
」（『
飲
食

史
林
』
七
、
一
九
八
七
年
）、
有
賀
秀
子
他
「
日
本
に
お
け
る
古
代
乳
製
品
の
酥

お
よ
び
醍
醐
の
本
草
綱
目
（
李
著
）
に
も
と
づ
く
再
現
試
験
」（『
日
本
畜
産
学
会

報
』
五
九
―

三
、
一
九
八
八
年
）、
中
村
修
也
「
日
本
古
代
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製

品
の
摂
取
」（『
風
俗
』
九
三
、
一
九
八
八
年
）
斎
藤
瑠
美
子
・
勝
田
啓
子
ａ
「
日

本
古
代
に
お
け
る
乳
製
品
酪
・
酥
・
醍
醐
等
に
関
す
る
文
献
的
考
察
」（『
日
本
家

政
学
会
誌
』
三
九
―

一
、
一
九
九
八
年
）、
斎
藤
瑠
美
子
・
勝
田
啓
子
ｂ
「
日
本
古

代
に
お
け
る
乳
製
品
「
蘇
」
に
関
す
る
文
献
的
考
察
」（『
日
本
家
政
学
会
誌
』
三

九
―

四
、
一
九
八
八
年
）、
廣
野
卓『
古
代
日
本
の
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

滝
川
政
次
郎
註
（
2
）
ａ
論
文
。

（
4
）　

西
本
昌
弘
「
官
曹
事
類
」「
弘
仁
式
」「
貞
観
式
」
な
ど
の
新
出
逸
文
―
『
新

撰
年
中
行
事
』
に
引
か
れ
る
新
史
料
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
一
五
、
一
九
九
八

年
）。

（
5
）　

滝
川
政
次
郎
註
（
2
）
ａ
論
文
二
六
六
頁
。

（
6
）　
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
諸
蕃
下
。

（
7
）　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
一
年
）
一
〇
三
頁
。

（
8
）　

廣
野
卓
註
（
2
）
書
一
五
七
〜
一
五
八
頁
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
註

（
7
）
書
で
は
、「
牛
乳
は
、
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
煮
詰
め
て

チ
ー
ズ
の
よ
う
な
「
蘇
」
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
九

一
頁
）。



古
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（
9
）　
『
医
心
方
』
巻
三
〇
、
五
宍
部
第
三
、
牛
乳
所
引
「
拾
遺
」。

（
10
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
四
（
追
加
八
）
三
四
九
頁
。

（
11
）　

滝
川
政
次
郎
註
（
2
）
ｂ
論
文
八
三
八
〜
八
三
九
頁
。

（
12
）　
『
医
心
方
』
巻
三
〇
、
五
宍
部
第
三
、
牛
乳
、
所
引
「
本
草
」。

（
13
）　

東
野
治
之
・
池
山
紀
之
註
（
2
）
論
文
四
一
八
頁
。

（
14
）　

中
村
修
也
註
（
2
）
論
文
一
一
頁
。

（
15
）　

吉
田
幸
一
「
和
名
抄
引
用
書
名
索
引
（
一
）（『
書
誌
学
』
一
〇
―

四
、
一
九
三

八
年
）
三
〇
頁
。

（
16
）　
『
医
心
方
』
巻
三
〇
、
五
宍
部
第
三
、
酪
、
所
引
「
本
草
」。

（
17
）　

滝
川
政
次
郎
註
（
2
）
ａ
論
文
二
五
七
頁
。
渡
辺
実
註
（
2
）
論
文
五
九
頁
な

ど
。

（
18
）　

江
上
波
夫
註
（
2
）
書
八
九
頁
、
佐
伯
有
清
註
（
2
）
書
一
七
七
頁
、
東
野
治

之
・
池
山
紀
之
註
（
2
）
論
文
四
二
〇
頁
な
ど
。

（
19
）『
医
心
方
』巻
三
〇
、五
宍
部
第
三
、蘇
、所
引「
本
草
」。

（
20
）　

奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
Ⅲ
』（
二
〇
〇
三
年
）
四

二
頁
。

（
21
）　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
式
部
省
東
方
・
東
面
大
垣
の
調
査
―
第
二
七
四

次
」（『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
一
九
九
八
―
Ⅲ
、
一
九
九
八
年
）
六

頁
。

（
22
）　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
註
（
21
）
報
告
書
で
は
、
本
墨
書
土
器
を
「
蘇
□
□

〔
蜜
菓
カ
〕」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
（
八
頁
）。
藤
原
道
長
の
「
蘇
蜜
煮
」
の
実
用

例
か
ら
み
て
、
墨
書
土
器
に
書
か
れ
た
文
字
は
「
蘇
蜜
煮
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
23
）　
『
西
宮
記
』
巻
一
、
二
日
二
宮
大
饗
。
二
宮
大
饗
に
つ
い
て
は
、
大
田
静
六
「
大

饗
儀
礼
―
三
宮
大
饗
と
大
臣
大
饗
」
を
参
照
し
た
。

（
24
）　

大
臣
大
饗
に
つ
い
て
は
、
倉
林
正
次
「
大
臣
大
饗
」（『
饗
宴
の
研
究
』
儀
礼
編
、

桜
楓
社
、
一
九
六
五
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）、
稲
田
陽
一
「
大
饗
と
貢
蘇
と
乳

部
」（『
岡
山
法
学
会
雑
誌
』
二
八
―

三
・
四
、
一
九
七
八
年
）、
川
本
重
雄
「
正
月

大
饗
と
臨
時
客
」（『
日
本
歴
史
』
四
七
三
、
一
九
八
七
年
）、
神
谷
正
昌
「
大
臣

大
饗
の
成
立
」（『
日
本
歴
史
』
五
九
七
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
25
）　
『
西
宮
記
』
巻
一
、
臣
下
大
饗
、
給
蘇
甘
栗
事
に
よ
れ
ば
、
蘇
四
壷
の
内
訳
は
、

大
壷
二
、
小
壷
二
で
あ
る
。

（
26
）　
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』。

（
27
）　

延
喜
内
蔵
寮
式
御
斎
会
条
。

（
28
）　
『
平
安
遺
文
』
巻
八
、
補
遺
ノ
一
、
四
三
八
五
号
・
四
三
八
六
号
。
高
木
訷
元

氏
は
、「
清
蘇
一
壷
」
を
「
蘇
油
一
壷
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
高
木
『
弘
法
大
師

の
書
簡
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
）
一
七
九
頁
）。

（
29
）　

廣
野
卓
註
（
2
）
書
一
六
四
頁
。

（
30
）　

太
帥
元
法
に
つ
い
て
は
、
堀
池
春
峰
「
興
福
寺
霊
山
三
蔵
と
常
暁
」（『
南
都
仏

教
史
の
研
究
』
下
、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は
一
九
五
九
年
）、
永
村
眞

「
修
法
と
聖
教
」（『
中
世
寺
院
史
料
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は

一
九
九
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
31
）　

真
言
院
御
修
法
に
つ
い
て
は
、
中
林
本
然
「
真
言
密
教
の
修
法
と
如
意
宝
珠
」

（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
し

た
。

（
32
）　
『
西
宮
記
』
巻
一
、
真
言
院
御
修
法
所
請
雑
香
事
。

（
33
）　

御
燈
に
つ
い
て
は
、
吉
田
光
邦
『
星
の
宗
教
』（
淡
交
社
、
一
九
七
〇
年
）、
西

本
昌
弘
「
八
・
九
世
紀
の
妙
見
信
仰
と
御
燈
」（『
日
本
古
代
の
王
宮
と
儀
礼
』
塙

書
房
、
二
〇
〇
八
年
。
初
出
は
二
〇
〇
二
年
）、
並
木
和
子
「
御
燈
の
基
礎
的
考

察
」（『
古
代
文
化
』
五
八
―

三
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
34
）千
葉
県
史
料
研
究
財
団「
上
総
国
分
尼
寺
」（
執
筆
者
宮
本
敬
一
氏
）で
は
、「
こ
れ
ら

の
遺
物
は
直
接
に
は
国
分
僧
寺
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、ナ
タ
ネ
油
や
蘇
が

国
分
尼
寺
に
も
供
給
さ
れ
、法
会
や
薬
食
に
供
さ
れ
た
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え

な
い
で
あ
ろ
う
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る（『
千
葉
県
の
歴
史
』史
料
篇
考
古
三
、一
九

九
八
年
）一
三
八
〜
一
三
九
頁
。

（
35
）　

東
野
治
之
・
池
山
紀
之
註
（
2
）
論
文
四
二
九
頁
。

（
36
）　

斎
藤
瑠
美
子
・
勝
田
啓
子
註
（
2
）
ｂ
論
文
七
五
頁

（
37
）　

中
村
修
也
註
（
2
）
論
文
一
五
頁
。

（
38
）　

廣
野
卓
註
（
2
）
書
一
九
六
頁
。



六
四

（
39
）　

佐
伯
有
清
（
2
）
書
七
二
〜
七
三
頁
。

（
40
）　

新
井
喜
久
夫
「
官
員
令
別
記
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
一
六
五
、
一
九
六
二

年
）
四
七
頁
。

（
41
）　

新
井
喜
久
男
註
（
40
）
論
文
四
七
頁
。

（
42
）　
「
律
令
時
代
の
塩
尻
」（
塩
尻
市
誌
編
纂
委
員
会
編『
塩
尻
市
誌
』、
一
九
九
五
年
）

二
五
六
〜
二
六
一
頁
、
原
明
芳
『
奈
良
時
代
か
ら
つ
づ
く
信
濃
の
村
・
吉
田
川
西

遺
跡
』（
新
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
四
〜
四
〇
頁
。

（
43
）　
『
政
事
要
略
』
巻
二
八
、
一
二
月
上
、
貢
蘇
事
。

（
44
）　

雑
令
度
十
分
条
「
…
量
、
十
合
為
レ
升
、
三
升
為
二
大
升
一
升
一
、
十
升
為
レ
斗
、

十
斗
為
レ
斛
、
…
」。

（
45
）　

奈
良
文
化
財
研
究
所
註
（
7
）
書
一
三
一
〜
一
三
七
頁
。

（
46
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
、
国
飼
并
牧
馬
牛
事
、
元
慶
八
年
九
月
一
一
日
太
政

官
符
、
延
喜
典
薬
寮
式
。

（
47
）　
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
八
月
一
三
日
条
。

（
48
）　

別
当
の
補
任
例
は
以
下
の
三
例
を
確
認
で
き
る
。
①
藤
原
資
房
（『
春
記
』
長

暦
三
年
一
〇
月
一
四
日
条
）、
②
藤
原
実
守
（『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
八
月
二
七
日

条
）、
③
源
雅
清
（『
続
左
丞
抄
』
巻
三
）。

（
49
）　

預
の
補
任
例
に
は
、『
春
記
』
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
一
〇
月
一
四
日
・
同

月
一
九
日
条
に
み
え
る
「
正
友
」
が
し
ら
れ
る
。
二
つ
の
記
事
か
ら
、
乳
牛
院
預

が
、
乳
牛
院
の
事
務
全
般
を
預
か
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
預
に
つ
い

て
は
、
玉
井
力
「
九
・
十
世
紀
の
蔵
人
所
に
関
す
る
考
察
」（『
平
安
時
代
の
貴
族

と
天
皇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
七
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
50
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
、
定
秩
限
事
、
弘
仁
一
一
年
二
月
二
七
日
太
政
官
符
。

（
51
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
加
減
諸
司
官
員
并
廃
置
事
、
天
長
二
年
四
月
四
日
太

政
官
符
。

（
52
）　

乳
牛
院
の
成
立
時
期
を
延
暦
年
間
以
前
と
す
る
の
が
、
新
村
拓
氏
で
あ
り
（
新

村
「
典
薬
寮
別
所
乳
牛
院
」（『
古
代
医
療
官
人
制
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
三
年
））、
弘
仁
・
天
長
年
間
と
す
る
の
が
大
江
篤
氏
で
あ
る
（
大
江
「
典

薬
寮
別
所
乳
牛
院
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
三
、
一
九
八

七
年
）。

（
53
）　

淡
路
国
の
蘇
の
貢
進
量
に
つ
い
て
『
政
事
要
略
』
は
「
淡
路
国
三
壷
並
小
一
升
、」

と
し
、『
延
喜
式
』
は
「
淡
路
国
十
壷
四
口
各
大
一
升
、

六
口
各
小
一
升
、
」と
す
る
。
弘
仁
式
逸
文
に
よ
っ

て
『
延
喜
式
』
の
記
述
の
方
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
条
・
本
表
の

淡
路
国
の
貢
進
量
は
、『
政
事
要
略
』
な
ど
に
し
た
が
う
。
な
お
大
宰
府
の
貢
進

量
は
「
七
十
壷
十
五
口
各
大
一
升
、
卅
五
口　

各
大
五
合
、
廿
口
各
小
一
升
、
」
で
あ
る
が
、
表
の
都
合
上
「
卅
五
口
各
大

五
合
、」
は
記
入
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
総
量
に
は
含
ん
で
い
る
。

（
54
）　

東
野
治
之
・
池
内
紀
之
註
（
2
）
論
文
四
二
九
頁
。

（
55
）　

廣
野
卓
註
（
2
）
書
一
五
三
頁
。

（
56
）　

西
本
昌
弘
註
（
4
）
論
文
一
〇
頁
。

（
57
）　

西
本
昌
弘
註
（
4
）
論
文
一
〇
頁
。

（
58
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
、
分
置
諸
国
事
、
弘
仁
一
四
年
二
月
三
日
太
政
官
符
。

（
59
）　

六
位
以
下
の
者
が
决
杖
六
〇
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
加
茂
氏
は
六
位
以
下

の
者
を
搾
乳
の
技
術
者
と
し
、
六
位
以
下
の
者
が
五
位
以
上
の
者
に
比
べ
て
罪
が

軽
く
さ
れ
て
い
る
の
は
保
護
さ
れ
た
た
め
と
す
る
（
加
茂
註
（
2
）
論
文
二
六
八

頁
）。
ま
ず
こ
の
六
位
以
下
の
者
は
た
だ
の
六
位
以
下
で
は
な
く
、
上
に
あ
る「
使

者
五
位
以
上
」
と
対
応
し
、「
使
者
の
六
位
以
下
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
出
雲

国
は
朝
集
使
従
七
位
上
石
川
朝
臣
足
麻
呂
に
付
し
て
蘇
を
進
上
し
て
お
り
（「
出

雲
国
計
会
帳
」）、
こ
の
六
位
以
下
の
者
は
蘇
を
朝
廷
に
貢
納
す
る
た
め
の
使
者
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
60
）　

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
註
（
34
）
項
一
三
八
〜
一
三
九
頁
。



古
代
日
本
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用
と
貢
進
体
制
に
つ
い
て

六
五

Milk and its by-products as off erings 
under Japan’s ancient contribution system

SATO Kentaro

  Milk and its by-products are naturally nutritious food, and people in ancient 

Japan enjoyed tasting them as foods, drinks, or medicines. On the other hand, milk 

and its by-products were closely related to the philosophy of Buddhism and were 

often supplied at Buddhist rituals. There have been many studies on ancient diets 

including milk and its by-products and we have obtained useful knowledge on 

nutritious foods in ancient Japan. Among the milk products, “So” (蘇), a type of 

dairy product made from layers of milk skin, has been re-produced, and Japanese 

people enjoy it as it was enjoyed in the ancient diet. Based on previous studies, in 

this article the author describes the use of milk and its by-products as well as the 

contribution system of offerings in ancient Japan. The newly found research 

materials including Kouninshiki’s lost writings’ formula(弘仁式逸文) that describe 

“So”(蘇), wooden plates (木簡), and clay pots(墨書土器) are used for discussion. 

Since materials useful for studying the contribution system of offerings (蘇) in the 

Heian Era are unavailable except for 延喜民部式貢蘇条 (a Japanese book of laws 

and regulations), the contribution system of offerings (蘇) earlier than Engishiki (延
喜式) is not known. Thanks to Kouninshiki’s lost writings’ formula, the contribution 

system of offerings under regulation called Kouninsikisei (弘仁式制) has been 

clarifi ed. By comparing the contribution system of offerings called Engishiki with 

that of Kouninshiki, every aspect of change, i.e., difference in systems and any 

historical factors for transformation, have been reviewed. It is not clear when the 

contribution system of offerings was changed from Kouninshiki to Engishiki, but it 

is certain that the contribution system of offerings (蘇) apparently existed until 

887 (the 3rd year of Ninna) according to Kouninshiki.
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